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みんな安全避難
流山安心アプリ







災 害

避 難



様々な防災・避難アプリが
存在



着

眼

点



行政サービスは

すべての住民に

平等に





避難弱者の視点

ポイント



名 称



「避難弱者の視点」を活かして
誰もが使える

災害時に「自分の状態に合わせて」
安全に避難できる



コンセプト



①災害発生時に誰もが、安全かつ
迅速に避難できるように

②一人一人の状況に応じた避難
経路設定によって、安心かつ
安全な避難の実現



機 能



Google マップ上に避難所
地点をオープンデータより
プロット



スマートフォンのGPS 機能
から本人の位置を特定



短い

平ら

広い

避難所までの経路 自分の状態

子供がいるので一刻も
早く避難したい

膝が悪く段差がつらい

車いすを使って避難
したい

本人の状態に合わせて複数
の避難経路をレコメンド
（ 選択可能）



避難経路を提示、避難場所
まで誘導

あなた



画 面



安全避難

タップ

タップ

タップ

表示

画面は遷移させず、すべて
1画面の中で表現すること
で使いやすさを追求



拡張性



■利用シーン
足を怪我した時やキャリー移動時、ベビーカー
使用時などの利用シーンに応じた応用が可能

■利用ニーズ
階段のない移動や坂道のない移動、幅の広い道
に限定した移動など様々なニーズに対応可能

■データ拡張
現在は避難場所だけの使用を想定しているが、
データの拡張によって病院や駅など生活に
必要な場所への移動にも応用可能



まとめ
名称 流山安心アプリ「みんな安全避難」

コンセ
プト

①災害発生時に誰もが安全にかつ迅速な避難ができるように
②一人一人の状況に応じた避難経路設定による、安心かつ安全
な避難の実現

機能

① Google MAP上に避難所地点をオープンデータよりプロット
② 端末のGPS 機能から本人の位置を特定。
③ 本人の状態に合わせて複数の避難経路をレコメンド
④ 本人の選択後、避難経路を提示し、避難場所まで誘導

利用
シーン

利用シーン（メイン）：避難が必要な災害時
利用シーン（その他）：足を怪我した時やキャリー移動時、

ベビーカー使用時など

ポイ
ント

①このアプリは健常者の視点ではなく、避難弱者の視点に
たって考えられた災害避難アプリである点

②災害避難時だけでなく、データ拡張や利用シーンの応用に
よって、通常時もモビリティギャップ解消に向けた利用が
可能な点


